６．環境・安全管理　
6.1 環境保全対策
　ＣＰ工法採用に際して、特別な環境保全対策は必要なく、杭頭露出に至るまでは、杭工事および掘削・山留工事に付随する環境保全対策に倣うものとする。

　杭頭露出後は、ＰＣリング設置にモルタルを使用するため、水質汚濁対策が必要となる。

1） 水質汚濁対策

ｐＨ（水素イオン濃度）、ＳＳ（浮遊物質）を中心とした汚濁された水に対する処理を行う。

· 残モルタルの処置（硬化後、産廃処理）

· 洗い水の処理対策

6.2 災害防止対策

安全に関しても、ＣＰ工法採用に際して、特別な安全対策は必要ないが、ＰＣリングが重量物であることから、クレーン災害の防止に留意が必要である。

１）クレーン作業時の災害対策として以下の点に注意する。

1 作業重機旋回半径内への関係者以外の立入り禁止措置（バリケード等）

2 重機、台付けワイヤー等工具類の始業前点検の励行

3 作業路盤の安全性の確認

4 合図の徹底

２）ＰＣリングの吊り込み作業前に、玉掛けワイヤーのかかる吊りフックの点検を行う。

３）作業時に吊り部材の下に入らない。

４）工事車両の搬出入の際には誘導を確実に行う。（第三者災害防止）

５）強風、大雨などの悪天候時ため作業に危険が予想される場合には、作業を中止する。

６）その他作業所の災害防止対策に準ずる。
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